





































































度を示し、「 1 : **.*%」と表記する場合は、「 1 多分
出来ない」、「N : **.*%」と表記する場合は、「N質
問の意味がわからない」の割合を示すこととする。


























































































































































度）」【図 1】に付記している平成 18 年度の獲得度
と比較して、全 21 項目に対し獲得度が増加した項













29 年度）」【図 2】に付記している平成 18 年度の獲
得度と比較して、全 19 項目に対し獲得度が増加し


















年度）」【図 3】に付記している平成 18 年度の調査
と比較して、全 14 項目に対し獲得度が増加した項















29 年度）」【図 4】に付記している平成 18 年度の調
査と比較して、全 12 項目に対し獲得度が増加した






















































また、本稿では平成 18 年度および平成 29 年度の獲
得度に焦点をあて比較し傾向を示したが、選択項目
のうち「 1多分できない」や「N質問の意味がわか
らない」の回答の増減を含めトータルに統計処理し
た、より詳細な分析が求められると考える。さらに
は、これまで自己評価によるアンケート調査をもと
にデータを収集してきたが、実際にパソコンを利用
したデータ収集の方法や尺度を検討することも急務
であろう。
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